
 

 

塩竈市の保育事業の方向性について 

１．概要 

  安定的かつ最良の保育を提供するための方策を整理するため令和４年に策定した「塩竈市の保

育事業の方向性について」を、現在の本市における保育環境に合わせ改訂しました。 

  また、保育事業の方向性に基づく清水沢保育所の段階的縮小の取組状況について報告します。 

 

２．清水沢保育所の段階的縮小に係る取組 

6月 19日  清水沢保育所保護者説明会・アンケートの実施 

7月    7日  アンケート結果（通知） 

 13日 ・15日 アンケート後面談 

 

３．清水沢児童数の推移（保育所アンケート結果）  
 

5歳 4歳 3歳 2歳 1歳 合計  

R6 16  8 9 13 8 54 

R7 10 9 15 6 -  40 

R8 9 15 7 - - 31 

R9（アンケート反映後） 15 5 
  

- 20 

R10（アンケート反映後） 5 
    

5 

※令和 8年は、７月現在の人数。令和 9年度以降は、在園希望児童が継続の場合の想定人数です。 

 

４．清水沢保育所における継続希望児童数の減少に伴う課題と対応策 

(1)課題 

年々継続希望児童が減少し、集団保育が難しくなっています。集団保育は、子どもたちの人間形成

の基盤をはぐくむ貴重な環境であり、成長に欠かせない経験やスキルを提供する場です。 

特に就学を控えた年長児には重要であり、子どもたちが健やかに育つ環境が必要です。 

(2)対応策 

集団保育の機会の確保を図ります。転園の希望については、保育士配置・クラス児童の動向など配慮

し、希望する園への優遇措置を図ります。また、土曜日の合同保育についても検討していきます。 

 

５．アンケート後面談について 

４歳児の７家庭については、令和 10年度の在籍児童数が少ないためアフターフォローを行いました。 

多くのご家庭で、児童が少人数になることを懸念し、転園を検討されています。 

子どもたちが安心して過ごせる環境づくりのため各家庭のご希望に沿って丁寧に対応してまいります。 
 

〇現時点での（アンケート後）転所希望予定 

転所希望年度 児童数 転所希望保育所（第一希望） その他のご意見 

Ｒ9 ３ 藤倉保育所・さかえ保育園 

うみまち保育所・NOVA バイリン

ガル塩竈後楽町保育園 

・清水沢保育所保育士の配置 

・友人と一緒の保育所 

・送迎しやすい保育所等 

Ｒ10 ３ 

未定 １ 
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